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スーッと抜けて、ホッとする自分がいました。それからは夢中で家族会に通い続けました。

　不思議とその頃から、本人もダルクで落ち着いた生活を続けることが出来るように

なり、今では穏やかになった息子と、電話で話すこともあります。本人は本人の人生。私

たち夫婦は私たち夫婦の人生を取り戻すことができ、本当に感謝しております。

本当に理解できるまでには時間がかかりました…

　家族会に来て一番良かったことは、皆さん同じ境遇なので互いに理解し合えるとい

うところです。家族がどんな風に巻き込まれているか、対応が間違っているかというの

は、最初は言われてもなかなか気づかなかったです。半年くらいたってからわかってき

たような気がしますね。最初はまず、頭で理解するんですが、その時わかっても、また次

の月に家族会に行くまでには元の自分に戻ってしまうんです。次の月また話をきくと、

ああ、なるほど、と思うんですけど、1 ヶ月の間にまた考えが変わったりして。そうい

うのを繰り返して、半年くらいたってから、本当に理解できてきたような気がします。

家族会につながってなかったら、たとえ子どもが施設につながっていたとしても、私

はこんなに元気に明るく笑えるようにはなっていなかったように思います。家族会が

あったから、私は子どもと離れることができたような気がします。

　その他の自助活動としては、ナラノンという自助グループがあり、全国に点在しています。

大切な人の薬物問題に悩む人々が集まって、密着しすぎたご本人との距離を見直したり、互い

の体験を語ったり、経験から得られた知恵を与え合ったりしています。

親ができることは何もないんだと思えた瞬間がターニングポイント…

　警察に再逮捕されたことは、もう今度こそはやめてくれるだろうと思い込んでいた私に

とって、「このままうちの子は底なし沼に落ちていくんだろうか」と、背筋が寒くなる思いで

した。それから初めてナラノンにつながり、色々な勉強会にもとにかく足を運びました。「私

家 族 の 声

家 族 の 声


